
マイナンバーカードを作りませんか･･･････････････ 2

ハンセン病の歴史を学んでみませんか

菊池恵楓園ボランティアガイド養成講座･････････ 3

命をつなぐ　明日へつなぐ　みんなでつなぐ
〜一歩踏み出し、防ごう自殺〜･･･････････････････14

今月の主な話題 − 今月の表紙 −
　菊池恵楓園にある慰霊の梵鐘。
（写真は昨年撮影）園内にたくさん
の桜が咲き誇る春。ハンセン病元
患者の思いや隔離の歴史などを後
世に伝えるため、毎年この時期に
ボランティアガイド養成講座が開
催されます。（３ページに掲載）
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
１

年
が
た
ち
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
送
ら

れ
て
い
る
「
通
知
カ
ー
ド
」
に
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
一
枚
で

は
身
分
証
明
書
に
は
な
ら
ず
、
各
種
申
請
時

に
は
公
的
機
関
発
行
の
顔
写
真
付
き
身
分
証

明
書
も
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
将
来
的
に
さ

ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
「
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
」
の
交
付
申
請
を
し
ま
せ
ん
か
。

カ
ー
ド
の
受
取
方
法

　

ど
の
申
請
方
法
で
も
、
受
け
取
り
窓
口
は

市
民
課
（
合
志
庁
舎
）
で
す
。

　

市
民
課
か
ら
交
付
通
知
書
が
届
い
た
ら
、

記
載
さ
れ
て
い
る
「
受
け
取
り
に
必
要
な
も

の
」
を
確
認
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
⑤
に
限
り
、
郵
送
で
受
け
取
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た

ま
た
は
変
わ
る
予
定
が
あ
る
場
合

　

住
所
・
氏
名
な
ど
が
変
更
さ
れ
る
と
、
お

手
持
ち
の
交
付
申
請
書
は
①
〜
⑤
の
全
て
の

場
合
で
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
新
し
い

申
請
書
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
市
役
所
や
支

所
の
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
り
ま
せ
ん
か

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先	

市
民
課　

市
民
窓
口
班（
合
志
庁
舎
）

	

☎（
２
４
８
）１
１
１
３

マイナンバーカードのメリット
◦本人確認の際の公的な身分証明書になり
ます。

◦マイナンバーが必要な各種申請時に、こ
れ一枚で番号確認と本人確認ができます。

◦７月以降に運用開始予定のマイナポータ
ルが、カードを使って利用できます。

◦オンラインバンキングなど各種の民間オ
ンライン取引に利用できるようになる見
込みです。

①郵送
　通知カードと一緒に
届いた交付申請書に、
必要事項を記入して顔
写真を貼り付け、返信
用封筒に入れてポスト
に投函する。

③スマートフォン
　スマートフォンのカメラで顔写真を
撮影。通知カードと一緒に届いた交付
申請書記載のＱＲコードを読み込み、
申請用ウェブサイトにアクセス。画面
の案内に沿って必要事項を入力し、顔
写真を添付して送信する。

⑤市役所や支所の窓口
　通知カードと一緒に届いた交付申請
書と写真・認め印・身分証明書を持っ
て、窓口で申請する。
●申請窓口
◦市民課（合志庁舎）			◦泉ヶ丘支所
◦西合志庁舎総合窓口課		◦須屋支所

④まちなかの証明用写真機
　対応している機種か確認して、タッ
チパネルから「マイナンバーカード申
請」を選択。通知カードと一緒に届い
た交付申請書記載のＱＲコードをバー
コードリーダーにかざす。画面の案内
に沿って必要事項を入力し、顔写真を
撮影して送信する。

②パソコン
　デジタルカメラなどで顔写真を撮影
し、パソコンに保存する。交付申請用
ウェブサイトで必要事項を入力し、顔
写真を添付して送信する。
※通知カードと一緒に届いた交付申請書
に記載の申請書ＩＤ（半角数字23桁）
の入力が必要です。

申請は次の５つの
方法から選べます

顔写真は
◦縦4.5cm×横3.5cm
◦直近６カ月以内に撮影
◦無帽・正面・無背景のもの

申請方法や顔写真の詳しい内容を掲載

マイナンバーカード総合サイト
https://www.kojinbango-card.go.jp/

マイナンバーに関する各種お尋ねに

マイナンバー総合フリーダイヤル
日本語窓口　☎0120−95−0178
外国語窓口	（Foreign	Language	Contact）
	 ☎0120−0178−27
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本
人
通
知
制
度
は
、
住
民
票
の
写
し
や
戸

籍
な
ど
の
証
明
書
の
不
正
な
請
求
を
抑
止

し
、
人
権
侵
害
を
防
止
す
る
た
め
に
行
な
う

制
度
で
す
。

　

職
務
上
請
求
が
認
め
ら
れ
て
い
る
弁
護
士

（
裁
判･

訴
訟
な
ど
の
手
続
き
は
除
く
）
な

ど
、
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
を
請
求
す
る
権

利･

義
務
の
あ
る
人
に
交
付
し
た
場
合
、
事

前
登
録
し
て
い
た
本
人
に
そ
の
事
実
を
通
知

し
ま
す
。

●
対
象
書
類

◦
住
民
票
の
写
し

◦
住
民
票
に
記
載
さ
れ
た
事
項
に
関
す
る
証

明
書

◦
戸
籍
の
附
票
の
写
し

◦
戸
籍
の
謄
本
・
抄
本

◦
戸
籍
に
記
載
さ
れ
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書

※
除
か
れ
た
も
の
を
含
む
。

●
通
知
内
容

◦
証
明
書
の
交
付
年
月
日

◦
証
明
書
の
種
別

◦
交
付
枚
数

◦
交
付
請
求
者
の
種
別
（
第
三
者
な
ど
）

●
登
録
で
き
る
人

　

市
に
住
民
登
録
ま
た
は
本
籍
が
あ
る
人

（
過
去
に
あ
っ
た
人
も
含
む
）

●
登
録
に
必
要
な
書
類

◦
登
録
申
請
書
（
各
窓
口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
）

◦
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ

ー
ト
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

◦
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、
登
録
希
望

者
か
ら
の
委
任
状
と
代
理
人
の
本
人
確
認

書
類

◦
法
定
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、
戸
籍

な
ど
の
資
格
を
有
す
る
書
類
と
法
定
代
理

人
の
本
人
確
認
書
類

●
登
録
の
期
間

　

登
録
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
間
（
再

度
登
録
を
希
望
す
る
場
合
は
申
請
が
必
要

で
す
）

※
登
録
申
請
は
受
け
付
け
中
で
す
が
、
３
月
中
に

申
請
し
て
も
登
録
は
４
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
先

　

市
民
課
（
合
志
庁
舎
）、
西
合
志
庁
舎
総

合
窓
口
課
、
須
屋
支
所
、
泉
ヶ
丘
支
所

　

ハ
ン
セ
ン
病
の
隔
離
の
歴
史
、
差
別
と
闘

っ
て
生
き
た
人
た
ち
の
歴
史
を
学
ぶ
基
礎
的

な
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
と
は
何
か
。
な
ぜ
隔
離
政
策

が
と
ら
れ
、
そ
こ
で
ど
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ

た
の
か
。
菊
池
恵
楓
園
で
人
権
の
大
切
さ
、

生
き
る
こ
と
の
意
味
の
深
さ
、
命
の
尊
さ
を

勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
こ
の
講
座
を
修
了
す
る
と
、
菊
池

恵
楓
園
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
し
て
認

定
さ
れ
ま
す
。

※
昨
年
以
前
に
未
了
の
講
座
が
あ
る
人
は
、参
加
の
際
に

昨
年
ま
で
の
受
講
カ
ー
ド
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

４
月
15
日
㈯
・
22
日
㈯　

２
日
間

●
と
こ
ろ　

菊
池
恵
楓
園
内　

恵
楓
会
館

●
受
講
料　

無
料

●
申
込
方
法　

受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
の
い
ず
れ
か

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
菊
池
恵
楓
園
入
所
者
自
治
会

　

FAX（
２
８
８
）０
３
３
７

◦
菜
の
花
法
律
事
務
所

　

FAX（
３
２
２
）７
７
３
２

●
受
講
申
込
書
配
布
場
所

　

合
志
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
、
福
祉
課
（
西
合

志
庁
舎
）、
須
屋
支
所
、
泉
ヶ
丘
支
所

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。

●
申
込
期
限　

４
月
10
日
㈪

住
民
票
の
写
し
な
ど
を
第
三
者
に
交
付
し
た
場
合
に
、
事
前
登
録
者
に
お
知
ら
せ
す
る

本
人
通
知
制
度
を
４
月
か
ら
始
め
ま
す

ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

菊
池
恵
楓
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
講
座

▼
問
い
合
わ
せ
先	

市
民
課　

戸
籍
住
民
班（
合
志
庁
舎
）

	

☎（
２
４
８
）１
１
１
３

▼
問
い
合
わ
せ
先	

福
祉
課　

社
会
福
祉
班（
西
合
志
庁
舎
）

	

☎（
２
４
２
）１
１
４
９

●養成講座日程

４月22日㈯
９：00〜　　受　付

９：30〜11：30
恵楓園の医療、介護の実態

昼　食

12：30〜14：30
熊本で起きた事件
〜本妙寺・黒髪小・菊池事件〜

休　憩

14：45〜16：30
園内・社会交流会館見学

修了式・ガイド認定

４月15日㈯
９：00〜　　受　付
開講式・オリエンテーション
10：00〜12：00
ハンセン病問題の歴史
昼　食

13：00〜15：00
ハンセン病問題基本法

休　憩

15：15〜16：45
ハンセン病の医学
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私
が
市
男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会

の
委
員
に
な
り
、
半
年
が
た
ち
ま
し

た
。
男
女
共
同
参
画
と
は
、「
体
つ
き

や
持
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
は
性
別
で
違

う
け
れ
ど
、
性
の
違
い
に
よ
っ
て
縛
ら

れ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
一
人
の
人

間
と
し
て
の
個
性
を
認
め
合
い
、
大
切

に
関
わ
り
た
い
と
思
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
積
み
上
げ
る
こ
と
」
と
、

私
な
り
に
は
捉
え
て
い
ま
す
。

　

１
月
21
日
、
男
女
共
同
参
画
の
考
え

方
を
具
体
的
な
形
に
し
た
、
男
女
共
同

参
画
推
進
事
業
「
気
づ
き
う
な
ず
き
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

と
し
の
テ
ー
マ
は
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
〜
し
あ
わ
せ
な
合
志
市

を
つ
く
ろ
う
！
〜
」。
合
志
市
内
で
働
く

６
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
登
場
し
、
自
ら

実
践
す
る
「
自
分
ら
し
い
生
き
方
」
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。（
※
）

年
齢
や
性
別
、
仕
事
、
生
活
ス
タ
イ
ル

が
全
く
違
う
６
人
で
す
が
、
毎
日
を
充

実
さ
せ
る
た
め
に
自
分
に
合
っ
た
生
き

方
を
選
び
た
い
、
ま
た
、
そ
れ
が
で
き

る
社
会
に
し
て
い
き
た
い
、
と
い
う
気

持
ち
は
共
通
し
て
い
ま
し
た
。

　

老
若
男
女
、
一
人
一
人
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
合
っ
た
幸
せ
の
形
は
違
い
ま

す
。
ま
た
、
生
き
抜
い
た
時
代
が
違
え

ば
、
生
き
方
や
家
庭
、
社
会
で
働
く
こ

と
に
対
す
る
考
え
方
も
異
な
り
ま
す
。

大
切
な
の
は
、
そ
の
違
い
を
理
解
し
て

お
互
い
を
認
め
合
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　

今
後
、
男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会

の
一
員
と
し
て
活
動
し
て
い
く
中
で
、

ま
ず
は
自
分
自
身
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
見
つ
め
直
し
、
職
場

の
環
境
づ
く
り
や
、
仕
事
と
家
庭
生
活

の
在
り
方
に
つ
い
て
少
し
ず
つ
勉
強
し

な
が
ら
、
働
き
方
改
革
に
挑
戦
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
内
容
に
つ
い
て
は
、
３
月
２
日
発
行
の

男
女
共
同
参
画
啓
発
情
報
誌
「
い
っ

ぽ
」
で
紹
介
し
ま
す
。

　

３
月
12
日
か
ら
改
正
道
路
交
通
法
が
施
行

さ
れ
ま
す
。
今
回
は
、
75
歳
以
上
の
運
転
者

に
対
す
る
認
知
機
能
の
検
査
や
個
別
指
導
を

含
む
講
習
を
設
け
る
な
ど
、
高
齢
者
の
運
転

に
よ
る
交
通
事
故
を
増
や
さ
な
い
た
め
の
対

策
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

①
臨
時
認
知
機
能
検
査
・

　

臨
時
高
齢
者
講
習
（
新
設
）

　

75
歳
以
上
の
運
転
者
が
一
定
の
違
反
行
為

を
し
た
と
き
は
、
臨
時
認
知
機
能
検
査
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
認
知
機
能
低

下
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
臨
時
高
齢
者
講

習
の
受
講
が
必
要
で
す
。

②
臨
時
適
性
検
査
制
度
の
見
直
し

　

認
知
機
能
検
査
で
認
知
症
の
恐
れ
が
あ
る
と

判
定
さ
れ
た
場
合
、違
反
の
有
無
を
問
わ
ず

専
門
医
の
診
断
、ま
た
は
認
知
症
専
門
医
な
ど

に
よ
る
診
断
書
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

③
高
齢
者
講
習
の
合
理
化
・
高
度
化

　

高
齢
者
講
習
は
２
時
間
に
短
縮
（
合
理
化
）

さ
れ
、
75
歳
以
上
で
認
知
機
能
低
下
の
恐

れ
が
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
人
は
、
個
別
指

導
を
含
む
３
時
間
の
講
習
と
な
り
ま
す
。

運
転
に
不
安
を
感
じ
た
人

自
信
が
な
く
な
っ
た
人
は

　

運
転
免
許
証
を
返
納
で
き
ま
す
。
自
主
返

納
し
た
人
に
は
、
身
分
証
明
書
と
し
て
使
用

で
き
る
運
転
経
歴
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

運
転
免
許
証
返
納
・
運
転
経
歴
証
明
書
交
付

申
請
は
、
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
と
大
津
警
察

署
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
運
転
免
許
証
返
納
申
請
に
必
要
な
も
の

　

運
転
免
許
証
、
印
鑑
（
必
ず
本
人
申
請
）

●
運
転
経
歴
証
明
書
申
請
に
必
要
な
も
の

　

手
数
料
千
円
、
印
鑑
、
写
真
（
免
許
セ
ン

タ
ー
で
は
不
要
）、
申
請
取
消
通
知
書
（
返

納
と
同
時
申
請
の
場
合
は
不
要
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

大
津
警
察
署　

交
通
課

　
（
大
津
町
室
６
７
６
）

　

☎（
２
９
４
）０
１
１
０

　

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

　
（
菊
陽
町
辛
川
２
６
５
５
）

　

☎（
２
３
３
）０
１
１
０

※
今
回
の
改
正
で
は
、
こ
の
他
に
18
歳
か
ら
取

得
で
き
る
準
中
型
免
許
も
新
設
さ
れ
ま
す
。

３
月
12
日
か
ら
改
正
道
路
交
通
法
が
施
行

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
策
が
強
化
さ
れ
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
先	

総
務
課　

交
通
防
災
班（
合
志
庁
舎
）

	

☎（
２
４
８
）１
１
１
２

男女共同参画推進懇話会

委員　谷
たにぐち

口　亮
りょう

素
敵
な
人
生
　
素
敵
な
パ
ー
ト
ナ
ー
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人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ
㉛

市
で
は
人
権
教
育
の
推
進
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
取
り
組
み
の
内
容
や
情
報
を
定
期
的
に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

出
前
人
権
歌
声
喫
茶
の
取
り
組
み

　

本
市
で
は
、
人
権
啓
発
の
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
「
出
前
人
権
歌
声
喫
茶
」
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る

人
権
に
つ
い
て
、
よ
り
多
く
の
人
が
身
近
な

も
の
と
し
て
意
識
で
き
る
よ
う
、
歌
な
ど
を

交
え
て
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
、
人
権
教
育
を
担
当
す
る
２

人
の
指
導
員
が
実
施
。
ギ
タ
ー
や
ア
コ
ー
デ

ィ
オ
ン
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
演
奏
し
、
参
加
者

を
巻
き
込
ん
で
全
員
で
歌
を
歌
い
ま
す
。
曲

は
、
終
戦
直
後
で
人
々
の
生
活
が
苦
し
い

中
、
生
き
る
元
気
を
も
ら
っ
た
と
多
く
の
人

に
歌
わ
れ
て
い
た
「
み
か
ん
の
花
咲
く
丘
」

や
「
り
ん
ご
の
歌
」
な
ど
で
す
。
そ
し
て
そ

の
合
間
に
は
、
人
権
教
育
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
や
、
吃
音
（
き
つ
お
ん
）
を
持
っ
て
生
き
て

き
た
指
導
員
自
身
の
思
い
な
ど
を
語
り
ま
す
。

　

人
権
教
育
・
同
和
教
育
を
進
め
て
き
た
元

行
政
職
員
と
し
て
の
経
験
、
そ
し
て
自
身
の

経
験
を
生
か
し
、
音
楽
を
通
し
て
人
権
の
尊

さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
出
前
人
権
歌
声
喫
茶
で
得
た
、

２
人
の
指
導
員
の
声
を
お
届
け
し
ま
す
。

苦
し
い
と
き
こ
そ

人
権
の
大
切
さ
が
問
わ
れ
る

　

昨
年
の
熊
本
地
震
で
は
、
多
く
の
市
民
が

苦
し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
中
、「
み
ん
な
が
元
気
に
な
れ
る

よ
う
、
今
だ
か
ら
こ
そ
来
て
ほ
し
い
」
と
声

を
掛
け
ら
れ
、
出
向
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
は
、
地
震
の
被
害
で
毎
日
苦
し
い

状
況
に
あ
る
中
、
地
域
住
民
が
励
ま
し
合
っ

て
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
人
権
歌
声
喫
茶
が

始
ま
る
と
、
私
た
ち
指
導
員
も
含
め
て
み
ん

な
で
歌
い
、
自
分
た
ち
の
思
い
を
出
し
合

い
、
苦
し
み
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。
最
後

に
涙
を
流
し
な
が
ら
、
大
き
な
声
で
「
ふ
る

さ
と
」
を
合
唱
。
熊
本
地
震
で
被
災
し
、
日

常
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
中

で
、
一
人
ひ
と
り
が
支
え
合
う
こ
と
の
大
切

さ
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
差

別
や
偏
見
が
あ
っ
て
は
、
決
し
て
生
き
る
力

は
湧
い
て
こ
な
い
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
別
の
機
会
で
は
避
難
所
を
訪
問
。

歌
い
、
語
り
合
う
中
で
、
避
難
し
て
い
る
人

と
と
も
に
私
た
ち
も
生
き
る
元
気
を
も
ら
い

ま
し
た
。
他
に
も
地
域
イ
ベ
ン
ト
や
生
涯
学

習
講
座
、
敬
老
会
、
保
育
園
で
実
施
。
自
分

の
幸
せ
に
つ
い
て
、
人
権
に
つ
い
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
世
代
に
考
え
て
も
ら
い
、
お
互
い
の

違
い
を
認
め
る
大
切
さ
を
学
び
合
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
、
12
月
ま
で
の
出
前
人
権
歌
声
喫

茶
の
開
催
回
数
は
24
回
、
参
加
人
数
は
延
べ

１
、
９
６
３
人
で
す
。
熊
本
地
震
の
影
響
で

昨
年
度
よ
り
減
り
ま
し
た
が
、
状
況
が
落
ち

着
い
て
き
た
現
在
は
、
ま
た
少
し
ず
つ
出
掛

け
る
回
数
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

生涯学習講座
（上）や地域の復
興イベント（右）
でも実施。評判
は上々です

村上陽一指導員（左）と西川正則指導員
（右）。グループ名は「さしより生バンド」。
優しい音楽と親しみやすいトークで、人権に
ついて理解を広める活動をしています

参
加
者
の
声
か
ら

思
い
が
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

　
「
楽
し
み
な
が
ら
、
み
ん
な
で
歌
う
の
が
と

て
も
い
い
。
そ
の
中
に
人
権
問
題
が
織
り
込
ま

れ
、
自
分
の
言
葉
で
語
っ
て
い
る
」
参
加
者
の

皆
さ
ん
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
う
れ
し
い
声
を
も

ら
う
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。「
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
み
ん
な
に
参
加
し
て
ほ
し

い
取
り
組
み
だ
と
思
う
」「
相
手
の
立
場
に
立

っ
た
内
容
で
と
て
も
よ
か
っ
た
」「
す
っ
と
心

に
入
っ
て
く
る
。
歌
の
合
間
に
人
権
の
話
が
あ

り
、
押
し
付
け
が
ま
し
く
な
く
よ
か
っ
た
」
な

ど
、
そ
の
数
は
紹
介
し
き
れ
な
い
ほ
ど
で
す
。

　

ま
た
、「
幸
せ
は
差
別
・
偏
見
の
中
か
ら

は
生
ま
れ
な
い
。
お
互
い
を
認
め
合
っ
て
こ

そ
本
当
の
幸
せ
が
来
る
」
と
い
う
声
も
。

　

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の

思
い
が
伝
わ
っ
て
い
る
と
、
手
ご
た
え
を
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

何
よ
り
も
人
権
が
大
切
に
さ
れ
る

ふ
る
さ
と
を
目
指
し
て

　

出
前
人
権
歌
声
喫
茶
を
通
し
て
、
お
互
い

の
違
い
を
認
め
合
い
、
人
権
に
つ
い
て
一
人
ひ

と
り
が
自
分
の
問
題
と
し
て
自
覚
し
、
支
え

合
う
人
の
輪
の
広
が
り
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
何
の
た

め
ら
い
も
な
く
、
こ
こ
が
自
分
の
ふ
る
さ
と
で

す
」
と
誇
れ
る
ふ
る
さ
と
、
生
き
る
元
気
が

湧
い
て
く
る
よ
う
な
ふ
る
さ
と
を
目
指
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
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環境衛生課（合志庁舎）☎248−1202問い合わせ先

環境      通信

E
NV

IRONMENT

　

３
月
か
ら
４
月
は
引
っ
越
し
の

シ
ー
ズ
ン
で
す
。
飼
い
犬
は
市
役

所
へ
の
登
録
が
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
お
り
、
犬
の
住
所
が
変
わ

っ
た
場
合
は
引
っ
越
し
先
の
自
治

体
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

届
け
出
の
際
は
、
犬
鑑
札
と
注

射
済
証
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
４
〜
12
月
ま
で
の
１
人

１
日
当
た
り
の
燃
や
す
ご
み
の
量

は
、
昨
年
度
同
時
期
の
４
７
９
ｇ

か
ら
７
ｇ
減
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
が
睡
眠
を
取
る
深
夜
。

辺
り
が
静
か
に
な
る
た
め
、
事
業

所
の
営
業
に
伴
っ
て
発
生
す
る
騒
音

が
際
立
つ
よ
う
に
な
り
、
周
辺
住

民
の
安
眠
を
妨
げ
る
な
ど
問
題
を

引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

深
夜
の
時
間
帯
は
、
特
に
静
穏

を
要
す
る
時
間
帯
で
す
。
事
業
者

の
皆
さ
ん
も
地
域
の
一
員
で
す
。
店

舗
か
ら
外
部
に
音
が
漏
れ
な
い
よ

う
心
掛
け
、
周
辺
の
生
活
環
境
に

十
分
配
慮
し
て
営
業
し
ま
し
ょ
う
。

●
深
夜
営
業
の
騒
音
対
策
例

◦
施
設
の
利
用
者
が
店
舗
外
の
駐

車
場
や
道
路
で
騒
が
な
い
よ
う

注
意
を
促
す
。

◦
自
動
車
の
発
着
音
や
ア
イ
ド
リ

ン
グ
音
、
扉
の
開
閉
音
に
気
を

付
け
る
よ
う
促
す
。

◦
施
設
利
用
者
の
見
送
り
は
店
内

で
済
ま
せ
る
。

◦
音
が
外
部
に
漏
れ
て
い
な
い
か

定
期
的
に
点
検
す
る
。

◦
騒
音
防
止
に
向
け
た
従
業
員
へ

の
教
育
や
指
導
を
日
常
的
に
行

な
う
。

　
「
無
料
で
不
用
品
を
回
収
し
ま

す
」
な
ど
と
書
か
れ
た
チ
ラ
シ
を

各
家
庭
に
配
布
し
、
軽
ト
ラ
ッ
ク

な
ど
で
不
用
品
を
回
収
す
る
業
者

が
い
ま
す
。
し
か
し
市
で
は
、
こ

の
よ
う
な
方
法
で
家
庭
か
ら
出
る

不
用
品
を
回
収
す
る
行
為
は
認
め

て
い
ま
せ
ん
。
市
の
家
庭
ご
み
排

出
ル
ー
ル
に
従
い
、
無
許
可
回
収

業
者
の
利
用
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

な
ぜ
無
許
可
の
回
収
業
者
を

利
用
し
て
は
い
け
な
い
の
？

◦
無
許
可
の
廃
棄
物
回
収
業
者
が

回
収
し
た
廃
家
電
な
ど
が
不
法

投
棄
さ
れ
た
事
例
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

◦
環
境
対
策
を
行
な
わ
ず
に
廃
家

電
を
破
壊
す
る
こ
と
で
、
フ
ロ

ン
ガ
ス
や
鉛
な
ど
の
有
害
物
質

が
空
気
中
や
土
壌
な
ど
に
放
出

さ
れ
ま
す
。

◦
廃
家
電
は
電
池
や
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
含
む
た
め
、
発
火
・
延
焼

の
危
険
性
が
あ
り
、
不
適
正
な

管
理
に
よ
る
火
災
発
生
の
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

ご
家
庭
に
あ
る
消
火
器
は
、
耐

用
年
数
を
過
ぎ
て
い
た
り
、
錆
び

た
り
腐
食
し
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

消
火
器
は
家
庭
ご
み
と
し
て
出

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
メ
ー
カ

ー
が
指
定
事
業
所
を
通
じ
て
回
収

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
。

　

処
分
の
際
は
指
定
の
事
業
所
に

持
ち
込
む
か
、
引
き
取
り
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。
最
寄
り
の
事
業

所
に
つ
い
て
は
左
記
に
電
話
で
問

い
合
わ
せ
る
か
、
同
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
３（
５
８
２
９
）６
７
７
３

受
付
時
間

平
日　

午
前
９
時
～
正
午

　
　
　

午
後
１
時
～
５
時

https://w
w
w.ferpc.jp/accept/

燃
や
す
ご
み
の
量
を

減
ら
し
ま
し
ょ
う

引
っ
越
す
と
き
は

飼
い
犬
の
住
所
も
変
え
ま
し
ょ
う

深
夜
の
営
業
は

周
辺
住
民
に
配
慮
を

無
許
可
回
収
業
者
の

利
用
は
や
め
ま
し
ょ
う

廃
消
火
器
の
処
分
は

取
扱
窓
口
に
相
談
を

１人１日当たりの
燃やすごみの量

（４月〜12月）

H27 H28

479g 472g
目標
405g

昨年度より7g減りました

使用期限とリサイクルシー
ルの有効期限をご確認くだ
さい（リサイクルシールの
期限を過ぎると、別途リサ
イクル料が掛かります）
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市民のひろば

　１月11日、上庄公民館に、マイクやスピーカーなど、
コミュニティ活動に使用する備品が整備されました。
　これは地域コミュニティの健全な発展を目的として
実施される、コミュニティ助成事業を活用した取り組
みです。宝くじ社会貢献広報事業費を財源として、一
般財団法人自治総合センターが費用を助成。上庄区で
整備された音響設備は、公民館での行事やカラオケ交
流など、区の地域活動の活性化に活用されています。

　１月７日、熊本日日新聞社から男の井戸端サロンへ、
長年にわたって社会奉仕や環境美化活動に取り組む人
をたたえる第114回緑のリボン賞が贈られました。
　男の井戸端サロンは、男性有志15人による結成10
年目のボランティア団体です。ふれあい館隣の農園で
野菜を作り、このみ坂保育園の園児や保護者、地域の
高齢者との収穫体験を通じて幅広い世代と交流。｢楽
しみながら｣ をモットーに地域交流活動をしています。

　１月23日、川畑愛子さん（桜路）が、熊本県家庭教
育支援功労者として県の表彰を受けました。
　川畑さんは小･中学校のＰＴＡ行事などで、保護者同
士の交流を通して人のつながりづくりや子育てを応援す
る“くまもと ｢親の学び｣ プログラムトレーナー”とし
て活躍。合志南小学校では南っ子支援ボランティアの
会でも活動するなど、地域や学校と連携して子どもの
成長を支える取り組みを行なっています。

　１月８日、御代志市民センターで第２回みよしフェ
スティバルを開催しました。これは御代志周辺の地区
で構成する中央コミュニティが企画したイベントです。
　「みんなで楽しく、明るく、元気よく合志を盛り上げ
よう！」を合言葉に、21団体がブレイクダンスや吹奏
楽、新体操など日頃の練習の成果を披露。音楽に合わ
せて約500人の観客が手拍子をすると、会場は大きく
盛り上がり、熱気と歓声に包まれました。

宝くじ助成事業で備品を購入
上庄区自治会

地域交流活動で緑のリボン賞を受賞
男の井戸端サロン

家庭で大切にしたいこと、楽しく話しませんか
熊本県家庭教育支援功労者表彰

みんなで合志を盛り上げよう
第２回みよしフェスティバル

公民館でカラオケ交流を楽しむ上庄の皆さん

男の井戸端サロンの皆さん。児童の下校見守りなども行なっています

子どもたちの笑顔が何よりの励みです

華麗な体操を披露したＲＩＮ新体操クラブの皆さん

くーちゃんイエロー
４Ｃ  Ｙ100＋Ｍ30
特色  ＤＩＣ 2537
単色  アミ 30％

単色  100%

単色  100%

■４Ｃ は反転使用不可。

■マークは可能な限り大きく表示してください。

宝くじ社会貢献広報：表示に関するデザインマニュアル

４色印刷用

単色印刷用 ( 単色は広報誌、ポスター、チラシで単色刷りの場合のみ使用可 )

あなたに夢を。街に元気を。
４Ｃ  Ｃ100＋Ｍ70
特色  ＤＩＣ  C-267

宝くじ
４Ｃ  Ｍ100＋Ｙ100
特色  ＤＩＣ 198

＜標準デザイン＞ ＜特殊デザイン＞

＜特殊デザイン＞＜標準デザイン＞
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　１月30日、御代志のガラスハウスで葉たばこの播種
（種まき）が行なわれました。
　種まきは、市内の葉たばこ農家21戸が毎年この時期
に実施。水を張ったバケツにつまようじの先程の小さ
な種を入れ、その水を苗床にまいて行なっています。
作付け面積約36ha分の収穫を左右する大事な作業だ
けに、農家の皆さんも真剣なまなざしで作業に取り組
んでいました。

　１月27日、竹迫みのり保育園にくまモンが登場し、
子どもの基本的生活習慣の定着などを進める「くまも
とキッズウイーク」をＰＲしました。同園はこの事業
に参加し、昨年９月１日から２週間、子どもたちの早
寝早起きや朝食の摂取などを各家庭に呼び掛けるなど
取り組みを実施。そこから今回の訪問が実現しました。
　くまモンの登場に大喜びの子どもたち。くまモン体
操や○×クイズをして楽しい時間を過ごしました。

　２月７日、西合志第一小学校で、６年生を対象とし
た租税教室が行なわれました。これは、自分たちの納
めた税金がどこでどのように使われているか知ってほ
しいと、公益社団法人菊池法人会が開催したものです。
　７年前から毎年開催している合志小学校に加え、こ
としは西合志第一小学校でも初開催。子どもたちから
は、「必要ないと思っていたけれど、税がないとみんな
が困ることがわかった」と気付きの声が聞こえました。

　１月29日、静岡県で開催されたジュニアオリンピッ
クカップ全国エアロビック選手権大会ユース１トリオ
部門に、合志中学校１年の川畑愛花里さんと合志南小
学校５年の結愛さん姉妹（桜路）が出場しました。
　２人は福岡県の中学２年生松尾駿さんと組んで出場
し、見事５位に入賞。熊本地震で練習場所の確保が難
しかったこれまでを振り返り「支えてくれた多くの人
に感謝しながら踊りました」と思いを語りました。

豊かな収穫を願って
葉たばこ播

は

種
し ゅ

祭

くまモンが竹迫みのり保育園に登場
くまもとキッズウイーク

税の大切さを知ってほしい
西合志第一小で租税教室開催

支えてくれた人たちに感謝
全国エアロビック選手権大会で５位入賞

種まき後、苗床を荒らさないよう丁寧に水をまきました

くまモンの登場に大喜びの子どもたち

西合志第一小の６年生。１億円のレプリカでお金の重みを実感

愛花里さん、松尾さん、結愛さん。これまでで一番いい演技ができました
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市民のひろば

　１月、２月に満100歳を迎えた皆さんに、市長からのお祝い状とお祝い金が贈られました。

100歳おめでとうございます

福
ふくしま

島 スエミ さん
大正６年２月５日生

毛 清
き よ か

香さん

大正６年１月29日生

有
あ り ま

馬 八 子さん

大正６年１月24日生

早
は や た

田 　 子さん

大正６年２月13日生

※本人のご希望により写真
は掲載していません。

　２月８日、みずき台グラウンドで行なわれた合志黒
石ＦＣの練習に、元サッカー日本代表で現在Ｕ−17

（17歳以下）日本代表の監督を務める森山佳郎さん（熊
本市出身）が駆け付け、アドバイスを送りました。
　熊本地震後、森山さんは同級生だった保護者から相
談を受けて協力を決めました。パスの出し方などを教
わると、その都度真剣に耳を傾ける子どもたち。「すご
い監督が教えてくれてうれしい」と笑顔を見せました。

　２月17日、合志庁舎で就農奨励金交付式を行ない、
本年度対象となる新規就農者・井上翔太さん（本村）
に奨励金を交付しました。交付式では「農業の担い手
として技術習得に日々精進したい」とあいさつした井
上さん。農業やスイカ作りへの熱い思いを語りました。

※市在住で35歳以下の新規就農者へ就農奨励金を交
付しています。詳しくはお問い合わせください。
　農政課　農政班（合志庁舎）　☎248-1445

元サッカー日本代表森山佳郎さんが来場
合志黒石ＦＣ

夢は大きく！農業にチャレンジ
新規就農者　就農奨励金交付式

子どもたちに熱心に語り掛ける森山さん荒木市長（左）と井上さん（右）

や え こ み の も お さ こ
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

INFORMATION

推
薦
書
③
保
証
書
（
連
帯
保
証

人
２
人
）
④
家
族
調
書
⑤
家
族

全
員
の
住
民
票
（
世
帯
主
・
続

柄
の
記
載
の
あ
る
も
の
）
⑥
家

族
全
員
の
所
得
証
明
書
⑦
在
学

証
明
書

▼
申
請
期
間

　

４
月
３
日
㈪
〜
28
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課　

総
務
施
設
班

（
西
合
志
庁
舎
）

☎（
２
４
２
）１
１
１
２

　

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
住
宅
の

応
急
修
理
の
申
請
期
限
は
４
月
13

日
㈭
で
す
。

　

二
次
調
査
申
請
中
な
ど
の
理
由

で
り
災
証
明
書
が
手
元
に
な
い
な

ど
、
書
類
が
不
足
し
て
い
る
場
合

で
も
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、

期
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課（
西
合
志
庁
舎
）

☎（
２
４
２
）１
１
０
４

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が
気

軽
に
集
い
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰

囲
気
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
お
し

ゃ
べ
り
を
楽
し
む
場
で
す
。
一
人

で
悩
ま
ず
、
介
護
を
し
て
い
る
仲

間
に
気
持
ち
を
打
ち
明
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
と
き　

３
月
15
日
㈬

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
館

▼
対
象　

認
知
症
の
人
、
認
知
症

の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
な
ど

▼
参
加
費　

１
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
社
会
福
祉
協
議
会　

地
域
福
祉
課（
ふ
れ
あ
い
館
）

☎（
２
４
２
）７
０
０
０

　

認
知
症
の
症
状
か
ら
起
こ
る
さ

ま
ざ
ま
な
行
動
に
困
惑
し
て
い
ま

せ
ん
か
。
今
回
は
、
介
護
を
し
て

い
る
男
性
を
対
象
と
し
た
つ
ど
い

を
初
め
て
開
催
し
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
介
護
を
し
て

い
る
仲
間
と
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

３
月
21
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
館　
　
　

▼
対
象　

認
知
症
の
人
を
介
護
し

て
い
る
男
性
介
護
者

▼
内
容　

意
見
交
換

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
社
会
福
祉
協
議
会　

生
活
支
援
課
（
ヴ
ィ
ー
ブ
ル	

福

祉
会
館
）

☎（
２
４
８
）２
６
２
５

▼
と
き　

毎
週
日
曜
日

　
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
を
除

く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

▼
と
こ
ろ　

合
志
庁
舎

▼
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

市
民
課

◦
住
民
票
の
写
し
交
付

◦
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
交
付

◦
印
鑑
登
録
・
印
鑑
証
明
書
交
付

◦
戸
籍
謄
本
・
抄
本
な
ど
の
交
付

◦
身
分
証
明
書
交
付

税
務
課

◦
納
税
証
明
書
交
付

◦
課
税
証
明
書
交
付

◦
所
得
証
明
書
交
付

◦
固
定
資
産
評
価
証
明
書
交
付

◦
公
課
証
明
書
交
付

◦
資
産
証
明
書
交
付

◦
名
寄
帳
証
明
書
交
付

◦
市
税
の
納
付

子
育
て
支
援
課

◦
こ
ど
も
医
療
費
請
求
書
提
出

◦
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
請
求

書
提
出

※
転
入
・
転
出
な
ど
の
住
民
異
動

届
関
係
は
取
り
扱
い
で
き
ま
せ

ん
。

※
証
明
書
の
申
請
に
は
、
運
転
免

許
証
な
ど
身
分
証
明
書
の
提
示

が
必
要
で
す
。

※
委
任
状
な
ど
が
必
要
な
場
合
も

あ
る
た
め
、
事
前
に
担
当
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課（
合
志
庁
舎
）

☎（
２
４
８
）１
１
１
３

税
務
課（
合
志
庁
舎
）

☎（
２
４
８
）１
１
１
４

子
育
て
支
援
課（
西
合
志
庁
舎
）

☎（
２
４
２
）１
１
５
９

　

向
学
心
に
富
み
有
能
な
素
質
を

有
す
る
学
生
・
生
徒
で
、
経
済
的

理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
人
に

奨
学
金
の
貸
し
付
け
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
制
度
の
こ
と
や
書
類
の

書
き
方
に
つ
い
て
個
別
に
説
明
し

ま
す
の
で
、
申
請
希
望
者
は
学
校

教
育
課
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
条
件

◦
奨
学
生
の
保
護
者
が
合
志
市
民

で
あ
る
こ
と

◦
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
高
等

学
校
、
専
門
学
校
の
い
ず
れ
か

に
在
学
中
で
あ
る
こ
と

◦
経
済
的
理
由
で
学
費
の
支
払
い

が
困
難
で
あ
る
こ
と

◦
日
本
学
生
支
援
機
構
、
そ
の
他

（
地
方
公
共
団
体
・
公
益
法

人
・
学
校
法
人
な
ど
）
の
奨
学

金
の
貸
し
付
け
を
受
け
て
い
な

い
こ
と

▼
貸
付
期
間　

奨
学
生
が
在
学
す

る
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で

▼
金
額

 　▼
手
続
き　

次
の
書
類
を
学
校
教

育
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

①
奨
学
資
金
申
請
書
②
奨
学
生

お

知

ら

せ

日
曜
日
に
証
明
書
な
ど
を

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

市
奨
学
資
金
貸
付
制
度

申
請
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

被
災
住
宅
の
応
急
修
理

認
知
症
カ
フ
ェ

認
知
症
家
族
の
つ
ど
い

（
男
性
介
護
者
）

区　

分

大学の学生・専門学校生
高等専門学校の第４学
年以上の学年に在学す
る学生を含む

高等学校の生徒
高等専門学校の第３学
年以下の学年に在学す
る学生を含む

国公立 私　立 国公立 私　立

金　

額

月額
23,000円

月額
30,000円

月額
20,000円

月額
23,000円
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インフォメーション

I N F O R M A T I O N

て
い
る
配
偶
者

　

会
社
に
勤
め
て
い
る
と
き
は
厚

生
年
金
保
険
な
ど
に
加
入
し
ま
す

が
（
第
２
号
被
保
険
者
）、
退
職
す

る
と
60
歳
に
な
る
ま
で
は
国
民
年

金
に
加
入
し
ま
す
（
第
１
号
被
保

険
者
）。

　

届
け
出
は
加
入
す
る
と
き
だ
け

で
な
く
、
被
保
険
者
種
別
が
変
わ

っ
た
と
き
に
も
必
要
で
す
。
届
け

出
が
な
か
っ
た
場
合
、
年
金
額
が

少
な
く
な
っ
た
り
、
受
け
取
れ
な
く

な
っ
た
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
必
ず
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

分
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

気
持
ち
が
ふ
さ
が
っ
て
し
ま
い

そ
う
な
と
き
、
心
の
悩
み
を
打
ち

明
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
電
話
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

☎（
３
８
５
）３
２
２
２

平
日	

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

子
ど
も
の
た
め
の
舞
台
芸
術
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
お
芝
居
・
人
形

劇
・
マ
ジ
ッ
ク
・
パ
ン
ト
マ
イ

ム
・
音
楽
な
ど
、
好
き
な
作
品
を

１
日
に
い
く
つ
も
観
賞
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
舞
台
芸
術
に
触
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入

や
公
演
日
程
な
ど
、
詳
し
く
は
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

３
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
20
分

※
26
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

▼
と
こ
ろ	

御
代
志
市
民
セ
ン
タ

ー
、
西
合
志
図
書
館
、
Ｊ
Ａ
熊

本
教
育
セ
ン
タ
ー

▼
料
金（
２
日
分
）	

２
歳
以
下　

無
料

　

３
歳
〜
18
歳　

５
０
０
円

　

大
人　
　

２
、
０
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

合
志
市
国
際
子
ど
も
芸
術
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

☎（
３
４
２
）５
０
９
０

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
づ
く
り
推
進
課

国
保
年
金
班（
西
合
志
庁
舎
）

☎（
２
４
２
）１
１
８
３

　
「
体
調
に
い
ろ
い
ろ
と
問
題
が
出

て
き
た
が
、
自
宅
で
の
生
活
を
続

け
た
い
。
で
も
、
ど
こ
に
相
談
し

た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」「
自
宅

で
療
養
し
て
い
る
が
、
病
院
以
外

に
も
病
気
や
健
康
、
食
事
な
ど
の

相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
人
が
ほ
し

い
」
と
い
う
声
に
お
応
え
し
、
薬

以
外
の
こ
と
で
も
幅
広
く
相
談
に

乗
っ
て
く
れ
る
薬
局
が
あ
り
ま
す
。

　

菊
池
郡
市
薬
剤
師
会
で
は
、
自

治
体
や
医
療
機
関
と
連
携
し
て
市

民
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。
医
療
・
介
護
の
こ
と
な

ど
、
最
寄
り
の
薬
局
へ
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
　

菊
池
郡
市
薬
剤
師
会

☎（
３
４
２
）４
０
２
４

　

合
志
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

を
対
象
に
交
付
し
た
、
ユ
ー
パ
レ

ス
弁
天
（
プ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ジ
ム
）
利
用
補
助
券
の
有
効
期

限
は
３
月
31
日
㈮
で
す
。

　

よ
り
多
く
の
加
入
者
に
有
効
に

利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
年
度
内

の
利
用
枚
数
が
交
付
を
受
け
た
枚

数
の
３
分
の
１
に
満
た
な
い
場
合

は
、
次
回
の
申
請
を
お
断
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
づ
く
り
推
進
課

国
保
年
金
班（
西
合
志
庁
舎
）

☎（
２
４
２
）１
１
８
３

　

日
本
に
住
む
20
歳
か
ら
59
歳
の

全
て
の
人
は
、
年
金
制
度
へ
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
年
金
制

度
は
次
の
３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

▼
第
１
号
被
保
険
者

　

自
営
業
者
、
農
林
漁
業
者
、
学

生
、
無
職
の
人
な
ど

▼
第
２
号
被
保
険
者

　

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
会

社
員
、
公
務
員

▼
第
３
号
被
保
険
者

　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

　

熊
本
地
震
発
生
か
ら
間
も
な
く

１
年
が
た
ち
ま
す
。

　

県
で
は
、
次
の
通
り
追
悼
式
と
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
ま

た
、
４
月
中
旬
の
約
２
週
間
を
「
復

興
祈
念
ウ
ィ
ー
ク
」
と
し
て
、
県
・

市
町
村
の
他
、
各
種
団
体
な
ど
で
実

施
さ
れ
る
祈
念
行
事
に
つ
い
て
、
県

内
外
に
広
く
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

内
容
な
ど
、
詳
し
く
は
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.pref.kum

am
oto.jp/

▼
と
き

◦
追
悼
式　

４
月
14
日
㈮

◦
復
興
祈
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

４
月
16
日
㈰

▼
問
い
合
わ
せ
先

県
広
報
課

☎（
３
３
３
）２
０
２
７

　

熊
本
地
震
で
は
こ
れ
ま
で
に
な

い
大
き
な
揺
れ
を
経
験
し
、
多
く

の
人
が
被
害
を
受
け
、
傷
付
き
、

戸
惑
い
ま
し
た
。

　

熊
本
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

は
、
被
災
し
た
人
の
気
持
ち
に
寄

り
添
う
電
話
相
談
窓
口
で
す
。
少

し
話
す
だ
け
で
気
持
ち
が
軽
く
な

っ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
安
心
し
た
気

有
効
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

ユ
ー
パ
レ
ス
弁
天
利
用
補
助
券

熊
本
地
震
か
ら
１
年

追
悼
・
復
興
祈
念
行
事

第
２
回
合
志
市
国
際

子
ど
も
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

震
災
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
悩
み
を

ご
相
談
く
だ
さ
い

国
民
年
金

こ
ん
な
と
き
に
は
届
け
出
を

在
宅
で
の
医
療
・
介
護
に

薬
剤
師･薬
局
を
活
用
し
ま
せ
ん
か薬局に貼ってある

このステッカーが目印です

届け出が必要なとき 異動の内容

20歳になったとき
（厚生年金加入者を除く）

第１号被保険者になります

退職したとき
（厚生年金加入者の場合）

第２号被保険者から第１号被保険
者になります（第３号被保険者に
当てはまる場合を除く）

配偶者に扶養されていたが、
配偶者が厚生年金を辞めたとき

第３号被保険者から第１号被保険
者になります

2017.3 広報こうし11
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高
齢
者
の
健
康
・
生
き
が
い
づ

く
り
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き

　

４
月
14
日
㈮
〜
５
月
16
日
㈫

▼
と
こ
ろ

　

県
民
総
合
運
動
公
園
な
ど

▼
競
技
種
目

　

テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
な
ど
16
種
目

※
詳
し
い
競
技
種
目
・
日
程
は
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

県
内
在
住
で
、
平
成
30

年
４
月
１
日
時
点
で
60
歳
以
上

の
人
（
昭
和
33
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
）

※
健
康
マ
ラ
ソ
ン
女
子
は
50
歳
代

の
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
参
加
費

◦
個
人
競
技　

１
、
０
０
０
円

◦
団
体
競
技　

種
目
に
よ
り
異
な
る

▼
申
込
方
法

　

高
齢
者
支
援
課
（
西
合
志
庁
舎
）

ま
た
は
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

設
置
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

３
月
31
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

生
き
が
い
推
進
課

☎（
３
５
４
）３
０
８
３

第
29
回
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー

ツ
交
流
大
会　
参
加
者
募
集

ユーパレス弁天 弁天春祭り
マグロの解体ショーや
ダンス発表会を開催し
ます。ご家族・ご友人
とお誘い合わせのうえ
お越しください。

弁天カード　３月までプール利用でポイント２倍！
●入会金　200円（会員申し込みは事務所まで）

◦と　き　３月26日㈰
　　　　　午後１時〜
◦ところ　１階大広間ステージ

回数券の日
3月			2日㈭、16日㈭
	 19日㈰、25日㈯

休館日
3月			9日㈭

●営業時間
温　泉	･･･････････････････ 午前10時〜午後11時	

プール	･･･････････････････ 午前10時〜午後		9時

トレーニングジム	･･････ 午前10時〜午後		9時
（日曜日は午後7時まで）

レストラン	･･････････････ 午前11時〜午後		9時
（平日午後2時30分〜5時は準備）

Facebook
野々島	2441-1
	☎348-2626
ホームページ
http://www.u-benten.jp/

♨

休

▼
業
務
内
容

　

放
課
後
や
長
期
休
暇
中
に
、
児

童
の
遊
び
と
生
活
を
支
援
す
る

業
務
な
ど

▼
勤
務
場
所

◦
西
合
志
中
央
小
学
童
ク
ラ
ブ

　
（
西
合
志
中
央
小
学
校
敷
地
内
）

◦
西
合
志
東
小
学
童
ク
ラ
ブ

　
（
西
合
志
東
小
学
校
敷
地
内
）

▼
勤
務
時
間

　

平
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
５
時
30
分

　

長
期
休
暇
中

　

午
前
８
時
〜
午
後
６
時

※
右
記
の
う
ち
、
４
〜
８
時
間
程
度

▼
対
象　

20
歳
以
上
の
人

※
60
歳
で
定
年

▼
募
集
人
数　

各
２
人

▼
報
酬

◦
時
給
８
０
０
円
〜

◦
保
育
士
な
ど
有
資
格
者
は
時
給

８
５
０
円
〜

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

一
般
社
団
法
人

学
童
ク
ラ
ブ
こ
う
し
事
務
局

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

☎（
２
０
０
）１
０
５
４

　

意
思
疎
通
支
援
を
行
な
う
手
話

通
訳
者
を
養
成
し
ま
す
。

▼
と
き

◦
入
門
課
程
（
18
日
程
度
）

　

４
月
５
日
〜
８
月
９
日

　

毎
週
水
曜
日　

午
後
７
時
〜
９
時

◦
基
礎
課
程
（
28
日
程
度
）

　

９
月
６
日
〜

　

平
成
30
年
３
月
28
日

　

毎
週
水
曜
日　

午
後
７
時
〜
９
時

▼
と
こ
ろ　

み
ど
り
館

▼
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
な

ど
約
７
、２
０
０
円
は
自
己
負
担
）

▼
受
講
資
格

　

高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
力
を

有
し
、
手
話
通
訳
活
動
が
で
き

る
人

※
基
礎
課
程
受
講
者
は
入
門
課
程

を
履
修
し
た
人
に
限
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法　

テ
キ
ス
ト
代
を
添

え
て
講
座
初
日
に
会
場
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
ろ
う
者
福
祉
協
会　

☎（
３
８
３
）５
５
８
７

FAX（
３
８
４
）５
９
３
７

西
合
志
中
央
小・西
合
志
東
小

学
童
保
育
支
援
員・補
助
員
募
集

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

募
　
集
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ヨ
ガ
教
室

　

し
な
や
か
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
体
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

せ
ん
か
。

①
ヨ
ガ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ

▼
と
き　

第
１･

２･

３
木
曜
日

　

午
前
10
時
〜
11
時

▼
と
こ
ろ　

三
つ
の
木
の
家

②
初
め
て
の
ヨ
ガ

▼
と
き　

毎
週
木
曜
日

　

午
後
７
時
〜
８
時

▼
と
こ
ろ	
泉
ヶ
丘
市
民
セ
ン
タ
ー

　

多
目
的
研
修
室

③
Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ａ
＆
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｓ

▼
と
き　

毎
週
火
曜
日

　

午
前
11
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

妙
泉
寺
体
育
館

　

軽
運
動
室

▼
参
加
費

　

会
員　

１
回
５
０
０
円

　

一
般　

１
回
７
０
０
円

※
受
講
生
は
随
時
募
集
中
。
各
教

室
に
直
接
行
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
教
室

　

毎
年
大
人
気
の
教
室
で
す
。
心
も

体
も
た
く
ま
し
く
成
長
し
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き

　

毎
週
金
曜
日
（
月
４
回
）

　

①
午
後
５
時
30
分
〜
６
時
30
分

　

②
午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分

　

求
職
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通

じ
て
早
期
就
職
を
支
援
し
ま
す
。

受
講
は
無
料
で
す
（
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
は
自
己
負
担
）。

▼
訓
練
期
間

　

５
月
10
日
㈬
〜
10
月
27
日
㈮

▼
と
こ
ろ

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
熊
本

　
（
須
屋
２
５
０
５
‐
３
）

▼
訓
練
科
目

　

機
械･

Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

▼
申
込
期
限　

３
月
30
日
㈭

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

☎
０
９
６
８（
２
４
）８
６
２
５

▼
と
き　

４
月
16
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ　

黒
石
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
資
格　

市
内
に
在
住
ま
た

は
勤
務
し
て
い
る
人

▼
参
加
料　

８
０
０
円（
当
日
納
付
）

▼
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

３
月
28
日
㈫

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
卓
球
協
会
西
合
志
支
部	

小
松

☎
０
９
０（
３
３
２
０
）８
９
１
４

FAX（
２
４
２
）２
８
４
２

　
「
健
康
づ
く
り
」「
仲
間
づ
く
り
」

「
見
聞
を
広
め
る
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
約
３
０
０
人
の
会
員
が
毎
月

１
回
九
州
内
外
各
地
を
歩
い
て
い

ま
す
。

　

健
康
維
持
と
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
の
た
め
、
一
緒
に
歩
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

合
志
市
歩
こ
う
会

合
志
支
部　

青
木
則
昭

☎（
２
４
８
）１
２
１
５

西
合
志
支
部　

上
村
節
也

☎（
２
４
２
）０
７
６
８

　

歴
史
を
振
り
返
る
講
演
会
や
、

い
に
し
え
の
歴
史
遺
産
を
探
訪
し

ま
す
。
ま
た
、
史
跡
研
修
（
宿
泊

あ
り
）
を
年
２
〜
３
回
、
学
習
会

を
年
２
〜
５
回
ほ
ど
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　

郷
土
史
に
関
心
の
あ
る
人
、
仲

間
と
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

合
志
市
郷
土
史
愛
好
会

東
支
部　

那
須
末
治

☎（
２
４
８
）５
６
５
９

西
支
部　

野
田
八
寿
宏

☎（
２
４
２
）２
２
５
６

　

毎
週
土
曜
日
（
月
４
回
）

　

③
午
後
４
時
〜
５
時

▼
と
こ
ろ　

ユ
ー
パ
レ
ス
弁
天

▼
対
象　

小
学
生

▼
参
加
費　

月
額
２
、
０
０
０
円

（
入
館
料
含
む
。
別
途
年
会
費

６
、
０
０
０
円
が
必
要
で
す
）

▼
申
込
方
法	

電
話
申
し
込
み

▼
申
込
期
限　

３
月
27
日
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ク
ラ
ブ
こ
う
し（
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
内
）

☎
０
８
０（
５
２
０
２
）２
４
５
４

　

こ
と
し
は
「
地
震
を
乗
り
越
え

て
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

４
月
16
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ　

菊
池
養
生
園

▼
内
容

①
公
開
講
演
会
（
午
前
10
時
〜
）

◦
講
師　

国
立
長
寿
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
予
防
老
年
学
研
究
部
長

　

島
田
裕
之
さ
ん

◦
演
題
「
脳
を
刺
激
し
て
認
知
症

を
防
ぐ
生
活
の
知
恵
」

② 

ワ
ン
コ
イ
ン
検
査
（
内
臓
脂
肪

Ｃ
Ｔ
、
血
圧
脈
波
測
定
な
ど
）

※
受
け
付
け
人
数
に
制
限
あ
り

③
オ
カ
リ
ナ
・
ケ
ー
ナ
・
コ
ン
サ
ー
ト

▼
問
い
合
わ
せ
先

菊
池
養
生
園

☎
０
９
６
８（
３
８
）２
８
２
０

ク
ラ
ブ
こ
う
し

参
加
者
募
集
中

合
志
市
歩
こ
う
会

会
員
募
集

合
志
市
郷
土
史
愛
好
会

会
員
募
集

ひ
ま
わ
り
卓
球
大
会

参
加
者
募
集

平
成
29
年
度　
養
生
園
祭

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

職
業
訓
練
コ
ー
ス
受
講
者
募
集

　

熊
本
で
の
就
職
を
希
望
す
る
首

都
圏
在
住
の
人
を
対
象
に
、
正
社

員
採
用
予
定
の
あ
る
地
場
企
業
約

30
社
と
の
就
職
面
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

参
加
費
は
無
料
で
す
。
首
都
圏

に
住
む
ご
家
族
や
お
知
り
合
い
へ
、

ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

３
月
20
日
㈪･

㈷

　

午
後
１
時
〜
５
時

▼
と
こ
ろ　

東
京
交
通
会
館
12
階

　

カ
ト
レ
ア
サ
ロ
ン
Ｂ
（
東
京
都

千
代
田
区
有
楽
町
２
‐
10
‐
１
）

※
Ｊ
Ｒ
山
手
線
・
京
浜
東
北
線

　

有
楽
町
駅
（
京
橋
口
・
中
央
口

銀
座
側
）
徒
歩
１
分

▼
内
容　

個
別
企
業
ブ
ー
ス
で
の

企
業
説
明
と
面
接
、
Ｕ
タ
ー
ン

ア
ド
バ
イ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
熊
本

の
お
仕
事
相
談
コ
ー
ナ
ー

▼
申
込
方
法　

事
前
予
約
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
先　

熊
本
市
経
済
政
策
課

し
ご
と
づ
く
り
推
進
室

☎（
３
２
８
）２
３
７
７

※
こ
れ
は
、
合
志
市
が
参
画
す
る

熊
本
連
携
中
枢
都
市
圏
協
議
会

の
関
連
事
業
で
す
。

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
面
談
会
を

東
京
で
開
催
し
ま
す
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健康・福祉・子育て情報

スマイル ライフ

 命をつなぐ

 明日へつなぐ

 みんなでつなぐ
〜一歩踏み出し、防ごう自殺〜

●問い合わせ先
　健康づくり推進課　健康推進班（西合志庁舎）
　☎242‐1183

３
月
は
、
月
別
自
殺
者
数

が
最
も
多
い
こ
と
か
ら

自
殺
対
策
強
化
月
間
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

県
内
の
平
成
28
年
の
自
殺

者
数
は
３
３
４
人
で
し
た
。

（
警
察
庁
「
自
殺
統
計
」
速
報

値
）
前
年
よ
り
41
人
減
り
ま
し

た
が
、
毎
日
お
お
む
ね
１
人
が

自
ら
命
を
絶
っ
て
い
る
と
い
う

深
刻
な
状
況
で
す
。

　

自
殺
は
健
康
・
経
済
・
生

活
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
複
雑
に
関
係
し
て
お
り
、
誰

に
で
も
起
こ
り
得
る
身
近
な
問

題
で
す
。
自
殺
者
の
多
く
は
、

こ
れ
ら
が
要
因
と
な
る
ス
ト
レ

ス
に
追
い
込
ま
れ
、
誰
に
も
相

談
で
き
ず
、
う
つ
病
な
ど
こ
こ

ろ
の
病
を
発
症
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
な
る
前
に
、
身
近
な
人

の
変
化
に
気
付
き
、
自
分
自
身

の
こ
こ
ろ
や
体
の
変
化
に
も
目

を
向
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

①気づき支え合う ②話を聴く ③つなぐ・相談する

変化やサインに気づいたら声を掛
け、話すきっかけを作りましょう。

□不安
や緊張

が続い
ている

□気分
が落ち

込んで
、やる

気がな
くなる

□人付
き合い

がこわ
い、面

倒にな
る

□イラ
イラす

る

□眠れ
なかっ

たり、
夜中に

目が覚
めたり

する

□食欲
がなか

ったり
、食べ

過ぎた
りする

□表情
が乏し

くなっ
た

□嫌な
ことば

かり頭
に浮か

ぶ

□頭痛
・腹痛

・めま
い・耳

鳴りが
する

□わけ
もなく

下痢や
便秘に

なりや
すい

「話を聞いてもらうだけで安心し
た」と言う人もいます。話を聞く
ときは時間をかけて、しっかりと
耳を傾けましょう。そして、相手
の状況を心配していることを伝え
ましょう。

自分が相談に乗って、困ったとき
の相談先（左ページ）を知ってお
きましょう。大切なのは、一人で
抱え込まないことです。

「元気がないけど大丈夫？」

「何か力になれることはない？」

「どうしたの？辛そうだけど…」

◦「これまでよく頑張ってきた
ね」とねぎらう

◦「元気がないって心配している
よ」と心配していることを伝える

◦一緒に考える（孤立を防ぎ、相
手の安心感につながります）

こんな症状はありませんか？

こころや体のサイン

チェックリスト

これら
のサイ

ンが長
く続く

場合は
専門機

関に相
談しま

しょう
。

例

例

こころの健康を守るために

※出典：『くまモンと、前へ〜震災後のこころのケアについて〜』熊本県精神保健福祉センター

広報こうし 2017.3 14



スマイル ライフ

こんな症状はありませんか？

こころや体のサイン

チェックリスト

熊本いのちの電話相談員養成講座

相談機関

　いのちの電話は、人生のさまざまな悩みに直面し、救いと励ましを求める人たちの
支えになることを目的とした電話です。電話相談員を志す人、自己成長のためにカウ
ンセリングについて学びたい人など、皆さんの参加をお待ちしています。

●と　　き	 毎週火曜日　午後６時30分〜８時30分
	 【前期】５月９日〜９月12日
	 【後期】10月３日〜平成30年３月20日
　　　　　　【２年次	電話担当実習】
	 平成30年４月〜平成31年３月
●と	こ	ろ	 熊本ＹＭＣＡ中央センター
	 （熊本市中央区新町１−３−８）
●対　　象	 23歳以上（40人）

●申込期限	 ４月28日㈮
●受 講 料
　【前期】【後期】	各15,000円（分割払いも可）
　※後期は別途１泊研修費8,000円が必要です。
　【２年次実習】6,000円（グループ研修費）
●申し込み・問い合わせ先
　社会福祉法人　熊本いのちの電話事務局
　平日　午前10時〜午後５時　☎354‐4343

♥こころの悩み相談
県精神保健福祉センター ☎386‐1166 平日　午前９時〜午後４時

熊本いのちの電話
※毎月10日はフリーダイヤル

☎353‐4343
0120‐783‐556

毎日24時間

熊本こころの電話 ☎285‐6688
毎日　午前10時〜午後10時
※４月以降は午前11時〜午後６時30分

♥こころの健康相談
菊池保健所 ☎0968‐25‐4138 平日　午前８時30分〜午後５時15分

市役所
（健康づくり推進課　健康推進班）　

☎242‐1183
平日　午前８時30分〜午後５時15分
※専門医による相談は月1回、予約制。

♥消費者・多重債務など
県消費生活センター ☎383‐0999 平日　午前９時〜午後５時

市消費生活センター（総務課内） ☎248‐5442 平日　午前10時〜午後４時

♥女性相談
県女性相談センター ☎381‐4454 平日　午前８時30分〜午後５時15分

菊池福祉事務所　女性福祉相談 ☎0968‐25‐0689
平日　午前９時〜午後４時
※金曜日は午後３時まで。

市役所（女性・子ども支援室） ☎242‐1240 平日　午前８時30分〜午後５時15分

♥高齢者に関する相談
市地域包括支援センター
（高齢者支援課	包括支援センター班）

☎242‐1124 平日　午前８時30分〜午後５時15分
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図書館だより

誰かに話したくなる 
「世の中のなぜ？」

ニーナ・ウェグナー　著	
IBCパブリッシング　刊

　「オリンピックのマークと色にはどんな
意味があるの？」「どうして人は夢を見る
の？」「スイスチーズにはどうして穴があ
いているの？」
　本書は、世界中の人たちが不思議に思
っていることを５つのジャンルに分け、
自分が気になっていた謎にたどり着くこ

とができるように構成されている。また、英語の対訳が掲載さ
れているため、英語を学びながら謎を知ることができる。
　世の中の永遠の謎を、世界中の人たちと共感しよう！

決戦！桶狭間
冲方　丁・砂原　浩太朗	
矢野　隆・富樫　倫太郎	
宮本　昌孝・木下　昌輝	

花村　萬月　著	
講談社　刊

　桶狭間の戦いに関する書物は織田信長
と今川義元が中心になることが多いが、
この本では彼らにまつわる多くの武将も
登場する。
　武将としての才は乏しいが蹴鞠（けま

り）の名人であった義元の子、氏真が主人公の「非足の人」（宮
本昌孝	著）もその一つ。氏真は父とともに出陣したが、途上で
父の死を知り、本拠地・駿府へ逃避行する。彼が自分にできる
こととして蹴鞠で命の危機を乗り越える姿が、他人と自分を比
較しがちな私たちの胸を強く打つ一冊。

一般書

児童書

扉のかたちをした闇	 江國　香織　著
直虎の城	 山名　美和子　著
社長室の冬	 堂場　瞬一　著
いまさら翼といわれても	 米澤　穂信　著
震える石	 ピエール・ボアロー　著
北海道新幹線殺人事件	 西村　京太郎　著
夜の歌	 なかにし　礼　著
ヤマンタカ	 夢枕　獏　著
草花たちの静かな誓い	 宮本　輝　著
井伊家の教え	 井伊　裕子　著
土の記　上・下	 高村　薫　著
裏関ケ原	 吉川　永青　著
最強の働き方	 ムーギー・キム　著
ズボラでも、センスよく暮らす	 佐々木　なほ　著
のびのび生きるヒント	 武田　双雲　著
やせる！おからパウダー	 浜内　千波　著

宇宙からのことば	 毛利　衛　文
「守り人」のすべて	 上橋　菜穂子　著
わたしたちが自由になるまえ	 フーリア・アルバレス　著
ルルとララのアロハ！パンケーキ	 あんびる　やすこ　作
びょういんのおばけずかん	 斉藤　洋　作
つくってみよう！発酵食品	 中居　惠子　著
ありえる？ありえない！？「もしも」の世界	 布施　哲治　監修
ぼくらは壁を飛びこえて	 シンシア・レヴィンソン　著
紅のトキの空	 ジル・ルイス　作
こぶたのタミー学校へいく	 かわの　むつみ　作
銀杏堂	 橘　春香　作
ジョージと秘密のメリッサ	 アレックス・ジーノ　作
新幹線でタイムトラベル	 結解　喜幸　監修
本当はすごい森の話	 田中　惣次　著
かいけつゾロリの王子さまになるほうほう	 原　ゆたか　さく
ひみつのわくわく七ふしぎ	 如月　かずさ　作

新刊お薦め ★★★新着本

西合志図書館
赤ちゃんのためのラッコちゃんおはなし会 
と　き　３月16日㈭　午前11時〜（30分程度）
ところ　集会室

※今月はマインドシアターはありません。

おはなし会 
と　き	 毎週土・日曜日　午後2時〜	
ところ	 おはなしの部屋

市立図書館ホームページ蔵書検索　http://www.koshi-lib.jp/
携帯電話からの蔵書検索　http://www.koshi-lib.jp/_m/

QRコード
対応機種で
利用できます
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移動図書館車巡回ひまわりドンちゃん号
※移動図書館車の貸し出し時間は約20分です。
　早めにお越しください。

月　日 巡　回　地 時間 月　日 巡　回　地 時間 月　日 巡　回　地 時間

3月7日
（火）

菊香園2号館
くぬぎ園・白鳩園
ケアハウス菊香園

13:30
14:00
14:40

3月14日 
（火）

みずき台集会所予定地
東須屋区公民館
須屋市民センター
上須屋学習センター
ふれあい館

13:30
14:00
14:30
15:00
15:30

4月5日
（水）

合志中央団地
みどり館
合生文化会館
黒松区公民館
上生区禁酒記念碑前

13:30
14:00
14:30
15:00
15:30

3月8日
（水）

新開区公民館
黒石区公民館
黒石市民センター
農研宿舎駐車場

13:30
14:00
14:30
15:00

3月28日 
（火）

南陽区公園前
西須屋団地集会所前
ダイワハウス分譲地入口
県営住宅区5棟前駐車場
橋ノ元街区公園入口

13:30
14:00
14:30
15:00
15:30

4月11日
（火）

菊香園2号館
くぬぎ園・白鳩園
ケアハウス菊香園

13:30
14:00
14:40

●と 　 き　毎週土曜日	
　　　　　　午後７時〜９時30分	
　　　　　　（受付は9時まで）
●と こ ろ　西合志図書館　天文台
※雨天・曇天の場合は中止します。

●参 加 費　無料
●問い合わせ先　西合志図書館

星空観望会
３月の星空

　オリオン座の中央に輝く三ツ星はとても目
に付きやすく、世界各地でさまざまな神話や
伝説が語り伝えられています。日本では８世
紀に成立したとされる最古の歴史書「古事
記」に「住吉山神」として描かれています。
フランス、インド、モンゴル、アイヌの民話な
ど、各地のオリオン伝説を図書館で調べてみ
ませんか。

西合志図書館	☎	242-5555　	泉ヶ丘市民センター図書館	☎	247-1315　	ヴィーブル図書館	☎	248-5754
※ヴィーブル図書館は休館中です。みどり館仮設図書館をご利用ください。問い合わせはヴィーブル図書館まで。
※３・４月の休館日は23ページのお知らせカレンダーをご覧ください。

熊本地震関連資料コーナー（左）
と関連資料（右） みどり館ロビーの図書館スペース

　西合志図書館の郷土資料コーナーに、新しく熊本地震
関連資料コーナーを作りました。
　市立図書館では、熊本地震による被災から復興までの
記録やさまざまな関連資料を集め、永く後世に引き継ぐ
とともに、今後の防災教育や調査研究のために公開して
いきたいと考えています。
　蔵書はまだ充分ではありませんので、趣旨に賛同して
いただける人・団体は、関連資料（写真や映像を含む）
をご提供ください。

　熊本地震によりヴィーブル図書館は現在も休館中です
が、復旧工事が終了し開館するまでの間、みどり館のロ
ビーでアットホームな仮設図書館を開設しています。
　新刊本などの資料を2,000冊程度用意していますの
で、ぜひご利用ください。
●開館時間　午前10時〜午後4時30分
●休 館 日　毎週月・火曜日、毎月末日
　　　　　　（月曜日が祝日のときは開館）

熊本地震コーナーを新設 ４月以降も
みどり館仮設図書館を継続します

2017.3 広報こうし17



だよりだより
児童館児童館

児童館は、児童に健全な遊び場・機会を提供し、
子どもが心身ともに豊かな発達ができるよう支援
するところです。行事の詳しい内容は各児童館に
お問い合わせください。なお、合志市子育てサイ
トに各児童館だよりを掲載しています。

合志市子育てサイト　
http://kosodate.city.koshi.lg.jp/
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ろ
う
か 

喧
嘩
し
た
ま
ま
会
う
と
ら
ん 

明　

子

元
気
だ
ろ
う
か 

揺
り
篭
に
預
け
た
け
れ
ど 

玄　

白

人
間
に
疲
れ
て
帰
り
猫
を
抱
き
物
言
は
ぬ
も

の
に
癒
や
さ
れ
て
ゆ
く 

松
坂　

成
子

藁
灰
に
雪
降
る
ご
と
き
化
粧
に
も
紅
差
し
お

れ
ば
緋
の
寒
椿 

大
石
冨
久
美

庭
に
降
り
く
う
く
う
く
う
と
鳩
一
羽
年
の
は

じ
め
の
静
か
な
朝
に 

木
場　

幸
子

霜
の
朝
日
向
に
干
せ
る
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
モ
ア
モ

ア
モ
ア
と
白
き
息
吐
く 

大
住　

保
子

暁
に
つ
が
い
な
る
か
も
初
鴉
距
離
定
ま
り
て

髙
空
を
ゆ
く 
財
津
す
え
み

介
護
ベ
ッ
ド
運
び
込
ま
れ
て
明
日
か
ら
看
取

る
暮
ら
し
に
哀
歓
始
ま
る 

村
上
紀
美
子

掃
除
機
の
ゴ
ミ
に
混
ざ
り
し
小
さ
き
ネ
ジ
ど

こ
か
が
弛
む
わ
れ
の
日
常 

内
田　

隆
子

我
が
年
と
羽
を
広
げ
て
鳥
が
鳴
く
混
迷
の
世

に
響
き
わ
た
れ
よ 

髙
田　

紘
子

軒
下
の
二
羽
の
す
ず
め
が
飛
び
立
ち
ぬ
今
日

が
は
じ
ま
る
羽
音
残
し
て 

田
中
美
代
子

二
晩
の
家
出
の
猫
は
爆
睡
す
不
眠
不
休
で
い

ず
こ
に
ゐ
し
や 

松
坂　

成
子

小
流
れ
の
淀
み
に
生
ふ
る
ク
レ
ソ
ン
の
浮
根

浮
根
に
ひ
そ
め
る
息
吹 

大
石
冨
久
美

歓
び
は
く
も
り
の
ち
は
れ
陽
の
な
か
を
水
平

飛
行
に
鳥
の
羽
透
く 

柘
植　

周
子

か
っ
ぽ
酒
た
ち
ま
ち
温
む
大
ど
ん
ど 

蕗　

子

梅
ふ
ふ
む
な
か
な
か
出
来
ぬ
鼻
濁
音 

廣　

子

初
明
り
枕
辺
ま
で
も
届
き
け
り 

節　

代

初
句
会
右
脳
左
脳
を
や
は
ら
か
に 

あ
や
子

お
だ
や
か
な
年
を
祈
る
や
初
日
の
出 

則　

子

隣
よ
り
赤
子
の
声
の
三
ヶ
日 

静　

子

餅
搗
き
や
母
の
手
際
に
及
ば
ざ
る 

悦　

子

二
家
族
迎
ふ
る
こ
こ
ろ
年
用
意 

美
津
子

本
復
の
夫
を
囲
ん
で
屠
蘇
の
膳 

廣　

子

わ
が
家
族
犬
に
猫
に
と
御
慶
か
な 

則　

子

ま
だ
風
の
気
づ
か
ぬ
ほ
ど
の
麦
芽
か
な 

静　

子

ま
た
ひ
と
り
赤
子
の
デ
ビ
ュ
ー
お
年
玉 

節　

代

肥
後
狂
句
ど
ん
ぐ
り
塾 

安
藤 

玄
白 

整
理

柊
短
歌
会 

柘
植 

周
子 

選

合
志
句
会 

大
坪 

蕗
子 

選

解
説

　

ま
つ
げ
エ
ク
ス
テ
（
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
）

と
は
、
ま
つ
げ
に
ナ
イ
ロ
ン
製
な
ど
の
人
工

毛
を
専
用
の
接
着
剤
で
付
け
る
美
容
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
被
害
発
生
と
症
状
を
サ
ロ
ン
に
説

明
し
、
店
の
対
応
に
問
題
が
あ
る
場
合
は
代

金
返
還
の
請
求
が
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

施
術
は
美
容
所
（
美
容
院
）
の
届
け
出
の

あ
る
施
設
で
、
美
容
師
の
有
資
格
者
が
行
な

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
ま
つ
げ
エ
ク
ス
テ
の
施
術
で

「
目
が
痛
く
な
っ
た
」「
目
が
充
血
し
た
」「
目

が
か
ゆ
く
な
っ
た
」
な
ど
、
健
康
被
害
が
生

じ
た
と
い
う
相
談
が
あ
り
ま
す
。

対
策

◦
施
術
を
受
け
る
サ
ロ
ン
が
保
健
所
に
美
容

所
と
し
て
届
け
出
を
し
て
い
る
こ
と
や
、

施
術
者
が
美
容
師
の
免
許
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◦
施
術
前
に
健
康
被
害
の
リ
ス
ク
、
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
っ
た
と
き
の
対
処
法
に
つ
い
て
十

分
に
説
明
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◦
施
術
後
に
目
や
そ
の
周
辺
に
異
常
を
感
じ

た
場
合
は
、
直
ち
に
皮
膚
科
や
眼
科
な
ど

の
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の

際
は
施
術
を
受
け
た
こ
と
を
必
ず
告
げ
て

く
だ
さ
い
。

　

納
得
で
き
な
い
場
合
や
、
少
し
で
も
疑
問

に
思
っ
た
場
合
は
、
早
め
に
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
合
志
庁
舎
２
階　

総
務
課
内
）

　

☎（
２
４
８
）５
４
４
２

相
談
受
付
時
間

　

平
日　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

ま
つ
げ
に
エ
ク
ス
テ
を
付
け
た
ら

結
膜
炎
に
な
っ
た

相
談
事
例

　

エ
ス
テ
サ
ロ
ン
で
ま
つ
げ
エ
ク
ス
テ
の
施

術
中
、
目
が
痛
く
て
開
け
て
い
ら
れ
な
く
な

っ
た
。「
痛
い
」
と
伝
え
た
が
、
我
慢
す
る
よ

う
言
わ
れ
た
。
帰
宅
後
も
痛
く
て
涙
が
止
ま

ら
な
か
っ
た
た
め
、
翌
日
眼
科
を
受
診
す
る

と
「
接
着
剤
の
刺
激
で
結
膜
炎
を
起
こ
し
て

い
る
。
治
る
ま
で
数
日
か
か
る
」
と
言
わ
れ
、

目
薬
を
処
方
さ
れ
た
。

　

施
術
代
金
の
返
金
と
治
療
費
の
支
払
い

を
し
て
ほ
し
い
。

（
20
歳
代　

女
性
）
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だよりだより
児童館児童館

児童館は、児童に健全な遊び場・機会を提供し、
子どもが心身ともに豊かな発達ができるよう支援
するところです。行事の詳しい内容は各児童館に
お問い合わせください。なお、合志市子育てサイ
トに各児童館だよりを掲載しています。

合志市子育てサイト　
http://kosodate.city.koshi.lg.jp/

※お金やゲーム機など貴重品は持ってこないように、また、持たせないようにしてください。

東児童館	 ☎248-5203 開館時間／午前８時30分～午後５時（10月～５月）
休 館 日／月曜日、第2日曜日、祝日

西児童館（ふれあい館内）
	 ☎242-7008

開館時間／午前８時30分～午後５時15分
　　　　　（日曜日は午前９時～午後５時15分）
休 館 日／第４月曜日、祝日

科学の実験　ころころマグネットを作ろう
◦と 　 き	 ３月29日㈬　午後１時30分〜３時
◦対 　 象	 幼児（保護者同伴）、小・中学生（15人程度）
◦参 加 費	 無料
◦内 　 容	 羊毛を使ってフェルトボールを作り、オリジ

ナルマグネットにします。
◦申込開始	 ３月10日㈮　午前10時〜
	 児童館窓口または電話でお申込みください。

家族でたけのこ掘り
◦と　き	 ４月１日㈯　午前９時30分〜正午（雨天中止）
◦ところ	 黒石区プレーパーク
	 （オオヤブデイリーファーム近く）
◦対　象	 小学生以上の家族（10組程度）
	 幼児の参加はご相談ください。
◦参加費	 1人100円
◦内　容	 たけのこ掘りを楽しみます。
◦持ってくるもの	 汚れてもいい服装、軍手、
	 	 長靴、飲み物

◦申込開始　３月17日㈮　午前９時〜
※ふれあい館窓口で入金後、本受付と
なります。（電話での仮予約可）

「とんぼくん」を飛ばそう
◦と　き	 ３月18日㈯	 午前10時〜11時
	 	 午後１時30分〜３時
◦対　象	 幼児（保護者同伴）、小・中学生	

当日の先着30人
◦参加費	 無料
◦内　容	 紙製竹とんぼに好きな絵を描いて、飛ばして

遊びます。

泉ヶ丘市民センター児童館
	 ☎248-3453

開館時間／午前８時30分～午後５時（10月～５月）
休 館 日／月曜日、第2日曜日、祝日
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①□□□□　⑤□□□□
②□□□□　⑥□□□□
③□□□□　⑦□□□□
④□□□□

住所・氏名・年齢・
電話番号
ご意見、ご感想など

8 6 1 1 1 9 5

所
役
市
志
合

係
」
し
が
さ
い
違
間
「

<裏面>

絵　佐藤峰子さん（黒石団地）

２月号の答え
３月号

　上・下の絵から「７つ」違いを探し、答えをはがきに書いて送
ってください。正解者の中から10人に、「図書カード（500円分）」
をプレゼント。当選者の発表は発送をもって代えます。

◦締め切り	 ３月31日㈮	必着

◦応募方法	 はがきに必要事項を記入して、	 	
	 ご応募ください。

問い合わせ先　　一般社団法人 クラッシーノこうし　☎342‐5554 FAX 342‐5550
ホームページ  http://www.klassino-koshi.jp

☎342-5554 営）午前9時～午後7時 休）毎月第2木曜日
クラッシーノ・マルシェ

★お得な最新情報はこちらのＱＲコードからどうぞ！

アプリ通販サイト クラッシーノ・マルシェ
http://www.klassino-koshi.jp/marche/

☎0120-015-254

通販サイト

フリーダイヤル

スイカの季節がやってくる！

通販サイト だより

合志のスイカは糖度が高く
毎年大好評です

3月下旬からスイカの出荷が始まります。
出始めから５月中旬が1番美味しい時期ですよ。

農家さんの愛情たっぷり！
大切な人に、あま～いスイ
カを贈りませんか。
ご予約は3月上旬から受付、
発送は4月以降となります。
詳しくは通販サイトをご覧
ください。

自慢のすいかです♪
たくさん食べてね

小玉スイカ
ひとりじめ

大玉スイカ
春のだんらん

春の行楽弁当 がリニューアル！

３月18日㈯～４月９日㈰の期間限定

★対象のお弁当１個につきお茶を１本プレゼント！

★対象のお弁当に貼ってあるシールを集めると
抽選で豪華景品が当たる！

★お弁当を10個以上予約で粗品をプレゼント！

※写真は昨年
のものです

昨年よりも
パワーアップ。
乞うご期待！

ことしの行楽弁当は13種類
をご用意。
合志産のおいしい
春野菜などをふん
だんに使っています。

特典

春のお出かけには、ちょっと豪華な
マルシェのお弁当をぜひご利用ください✿

ご予約承り中(3日前まで)。
詳しくはホームページや
アプリをご覧ください。

合志の恵み｢合志のべんとう｣

春だ！花見だ！行楽シーズン到来

お安く買いやす
いものから豪華
なお弁当まで幅
広くご用意♪
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消費生活センター 相談方法……電話・来庁 ☎ 248-5442 ところ……合志庁舎　２階 総務課内 消費生活センター
生活支援相談センター 相談方法……電話・来庁 ☎ 242-9020 ところ……西合志庁舎３階 安心サポート合志
女性・子どもに関する相談 相談方法……電話・来庁 ☎ 242-1240 ところ……西合志庁舎３階 女性・子ども支援室
黒石原演習場関係 総務課　総務・男女共同参画班 ☎ 248-1112

合志市役所
合志庁舎 ･････････☎ 248－1111㈹
〒861-1195 合志市竹迫2140
西合志庁舎 ･･････☎ 242－1111㈹
〒861-1193 合志市御代志1661-1

須屋支所 ･･････････････ ☎ 345－4400
泉ヶ丘支所（市民センター） ･･ ☎ 248－3453
御代志市民センター ･ ☎ 242－1190
ヴィーブル ･･･････････ ☎ 248－5555
みどり館 ･･････････････ ☎ 248－0400

ふれあい館 ･･･････････ ☎ 242－7000
三つの木の家 ････････ ☎ 248－6277
老人憩の家 ･･･････････ ☎ 242－2030
西合志図書館 ････････ ☎ 242－5555
ヴィーブル図書館 ･･ ☎ 248－5754

ユーパレス弁天 ･････ ☎ 348－2626
人権ふれあいセンター ･ ☎ 248－3893
合生文化会館 ････････ ☎ 242－3218

問
い
合
わ
せ
先

カレンダーお知らせ

３/ 2 木 3 金 4 土
３歳児健診■健
13:15〜13:45
ふれあい館
西合志図書館休館 
■西
３月６日㈪まで

絵本の魅力につい
て■ヴ
10:00〜12:00
西合志図書館集会室

子ども劇団第16回公演
「さくら町少年探偵団」■生
開場　13:40
開演　14:00
御代志市民センター講堂
星空観望会■西
19:00〜21:30
西合志図書館天文台

5 日 6 月 7 火 8 水 9 木 10 金 11 土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00〜13:00
合志庁舎
子ども劇団第16回公演

「さくら町少年探偵団」■生
①開場10:40　開演11:00
②開場14:40　開演15:00
泉ヶ丘市民センター

１歳６カ月児健診■健
（対象は１歳８カ月児）
13:15〜13:45
泉ヶ丘市民センター

１歳６カ月児健診■健
（対象は１歳８カ月児）
13:15〜13:45
ふれあい館

こころの相談■健
13:45〜要予約
西合志庁舎

図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館

法律・行政・心配
ごと相談■社
10:00〜14:30
みどり館

菊池恵楓園歌声交
流広場■人
9:30〜11:20
菊池恵楓園
星空観望会■西
19:00〜21:30
西合志図書館天文台

休●★◆■ 休◎

12 日 13 月 14 火 15 水 16 木 17 金 18 土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00〜13:00
合志庁舎

育児相談■健
9:30〜11:00
泉ヶ丘市民センター

４〜５カ月児健診■健
13:15〜13:45
ふれあい館

図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館

４〜５カ月児健診■健
13:15〜13:45
泉ヶ丘市民センター

星空観望会■西
19:00〜21:30
西合志図書館天文台

休●★◆■ 休◎

19 日 20 月 21 火 22 水 23 木 24 金 25 土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00〜13:00
合志庁舎

法律・行政・心配
ごと相談■社
10:00〜14:30
西合志庁舎

７〜８カ月児健診■健
13:15〜13:45
ふれあい館
ブックスタート■西
14:00〜16:30
ふれあい館
図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館

７〜８カ月児健診■健
13:15〜13:45
泉ヶ丘市民センター
ブックスタート■ヴ
14:00〜16:30
泉ヶ丘市民センター

星空観望会■西
19:00〜21:30
西合志図書館天文台
春ウオークラリー
大会■生
8:30〜12:00
合志小学校グラウンド

休◆■ 休●★◎

26 日 27 月 28 火 29 水 30 木 31 金 ４/ 1 土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00〜13:00
合志庁舎

図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館

星空観望会■西
19:30〜21:30
西合志図書館天文台

休●★◆■ 休◎ 休★
2 日 3 月 4 火 5 水 6 木 7 金 8 土

窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00〜13:00
合志庁舎

３歳児健診■健
13:15〜13:45
泉ヶ丘市民センター

３歳児健診■健
13:15〜13:45
ふれあい館
図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館

星空観望会■西
19:30〜21:30
西合志図書館天文台

休●★◆■ 休◎

2017年３月

▲ ４月

■市 市民課 ☎ 248－1113　■税 税務課 ☎ 248－1114　■健 健康づくり推進課 ☎ 242－1183　■人 人権啓発教育課 ☎ 242－1190　■生 生涯学習課 ☎ 248－5555　
■西 西合志図書館 ☎ 242－5555　■ヴ ヴィーブル図書館 ☎ 248－5754　■社 合志市社会福祉協議会 ☎ 242－7000

●コミュニティ施設（御代志・須屋・黒石市民センター）

★市立図書館休館 ◆ふれあい館休館 
 ◎みどり館休館  ■老人憩の家休館
※ヴィーブルと野々島公民館は、
　当分の間休館します。
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広報

広
報
紙
に
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
思
い
を
伝
え

る
と
い
う
役
割
も
あ
り
ま
す
。
文
章
で
伝
え
る
の

は
至
難
の
業
で
す
が
、
写
真
は
あ
る
が
ま
ま
伝
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
ち
ゃ
ん
と
撮
れ
た
ら
）

　

左
の
写
真
は
平
成
28
年
４
月
号
の
表
紙
で
、
愛

泉
保
育
園
の
卒
園
式
の
様
子
で
す
。
幼
い
卒
園
児

が
何
人
も
涙
し
、
先
生
と
の
別
れ
を
惜
し
む
姿
が

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
楽
し
か
っ
た
保
育
園
生

活
が
想
像
さ
れ
、「
み
ん
な
先
生
が
大
好
き
だ
っ
た

ん
だ
な
」
と
、
ド
ラ
イ
な
私
ま
で
目
頭
が
熱
く
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
こ
の
写
真
が
第
60
回
熊
本
県
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
一
枚
写
真
の
部
で
特
選
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
先
生
方
と
園
児
た
ち
が
築
い
た
大
き
な
信

頼
関
係
が
、
素
人
カ
メ
ラ
マ
ン
の
私
が
撮
っ
た
写

真
を
「
思
い
」
の
こ
も
っ
た
温
か
い
写
真
に
し
て

く
れ
ま
し
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○仁
※１月末現在

　（　）内は前月比

動きの
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発
行

日
／

平
成

2
9
年

３
月

２
日

人　口 60,768 （＋67）

世　帯 23,368 （＋46）
出生	･･･････････････ 45	 （−2）
死亡	･･･････････････ 55	 （＋4）
転入	･････････････ 199	 （＋26）
転出	･････････････ 122	 （−15）

合
志
市
防
災
の
つ
ど
い

本震から１年。

合志市民に大きな影響を与えた熊本地震の記録をとどめ、

地域防災の在り方を地域全体で考えてみませんか。

●と　き	 ４月16日㈰	
	 午前10時〜11時30分（午前９時30分開場）

●ところ	 御代志市民センター

●内　容	 ◦スライドで振り返る熊本地震の記録	
	 ◦パネル展示	
	 ◦防災講演	

	 　「大規模災害時の
	 　　　　地域助け合いの大切さ」

●問い合わせ先　総務課　総務・男女共同参画班（合志庁舎）　☎248‐1112

受賞した平成28年
4月号の表紙写真

講師　中
なかばやし

林　啓
ひろのぶ

修さん	
阪神・淡路大震災記念

	人と防災未来センター研究員


